
　1955年東京板橋生まれ。性と身体性をテーマに過激な言葉づかいと独特なリズムの詩
で現代詩を揺さぶり続けるかたわら、自らの体験を綴った『良いおっぱい悪いおっぱい』等
の育児エッセイが世の母親たちの共感を呼ぶ。近年では語りを基盤に、古典や仏教への興
味を打ち出し、『とげ抜き新巣鴨地蔵縁起』(萩原朔太郎賞、紫式部文学賞をダブル受賞)、古
典やお経の現代語訳『新訳説経節』『伊藤比呂美の歎異抄』『いつか死ぬそれまで生きるわ
たしのお経』、生と死を読み解く『切腹考』『道行きや』等。2018年春、20数年におよぶカリ
フォルニア生活を引き上げて熊本に帰り、早稲田大学文化構想学部教授を3年間務める。最
新作は『人生おろおろ比呂美の万事ＯＫ』。 

●講師プロフィール● 詩人 伊藤 比呂美さん 
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悩みを持ってお越しください

※中止や定員を超えた場合のみ、ご連絡いたします。




